
日程 順 議員名 件　名 要　旨

(1)　策定の理由、意義について

(2)　市内の生物多様性の特徴と直面する危機について

(3)　ネイチャーポジティブ実現へのロードマップはどう示されているか。

(4)　30by30の取組はすすめられているか。

(5)　「糸島半島の生物多様性と自然共生圏構想」が2022年の九州大学の
　　シンポジウムで提案されているが、市はどう受け止めているか。

(6)　生物多様性と本戦略の認知度の向上、市民への周知、啓発について

(7)　生物多様性保全に関する出前講座、次世代への観察会、希少動植物の
　  生息状況の把握や生育環境の保全についてどう取り組んでいくか。

(1)　幅広く各分野に影響が及んでいるが、市は調査しているか。

(2)　影響の更なる広がり、長期化が予想されるが、市はどうみているか。

(3)　国、県の対応だけでなく市も独自に対策をとるべきではないか。

(1)　市内の子どもの貧困の現状、ひとり親家庭の状況について

(2)　就学援助について

　①準要保護児童生徒数、就学援助率の推移について

　②認定基準について

　③今年度から認定基準が所得割額から総所得金額等に変えられている
      が、その理由と認定への影響について

　④支給される費目、金額について

　⑤財源について（市の支出と地方交付税基準財政需要額との関係など）

(3)　市の奨学資金の拡充ができないか。

(1)　学校図書館司書及び特別支援教育支援員の教育政策における配置目的
     や業務内容について

(2)　現在の任用条件について

(3)　勤務条件や職務内容、任用期間を決定する責任主体について

(4)　子どもの学びや支援の継続性、働く人が安心して働き続けられる観点
     から、研修機会の充実や、通年任用を含む安定的な任用のあり方を検討
     することについて

2 佐藤　倫子

糸島市生物多様性戦略につ
いて

ホルムズ海峡封鎖等による
中小企業、農漁業、医療機
関、市民生活への影響と対
策について

子どもの貧困と就学援助、
奨学資金について

1

令和８年第２回定例会　一般質問概要

６月1２日
（金）

子どもの学びを支える職員の
任用のあり方について

栁　明夫



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和８年第２回定例会　一般質問概要

新たな取組みである共創チャレンジ、および、既存の市民参画の仕組みである審
議会等について、実効性の観点から伺う。

(1)　共創チャレンジについて

　①共創チャレンジの内容、目的について

　②当事者の声を聴く仕組みについて

　③運営体制、継続性および中間支援について

　④評価と改善について

(2)　審議会等の公開と市民参画について

　①審議会等の目的、役割、行政として期待する効果について

　②傍聴案内、資料公開、議事録公開のルールについて

　③パブリックコメントの目的、役割、行政として期待する効果について

　④市民参画につながる今後の審議会等の情報発信について

(1)　職員数の現状と定員適正化計画の進捗について

(2)　自己都合退職の実態について

(3)　退職理由の把握と背景分析について

(4)　中堅職員の退職による組織的・経済的損失について

(5)　職員の離職防止と働き続けられる組織づくりについて

(1)　子どもの遊び場に関する市の認識について

(2)　猛暑時代に対応した公園整備について

(3)　雨の日も含めた今後の遊び場環境のビジョンについて

(4)　休日における子育て世代の市外流出と市内消費について

(5)　子どもの遊び場情報の整理と発信について

2 佐藤　倫子

3

「市民真ん中」を実現する
共創チャレンジと審議会の
あり方について

６月1２日
（金）

職員の自己都合退職の実態
と、持続可能な行政組織づ
くりについて

子育て世代が市内で過ごし
やすい遊び場環境の充実に
ついて

安丸　仁史



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和８年第２回定例会　一般質問概要

(1)　職員の離職・休職と組織課題について

　①糸島市職員の離職・休職の現状について

　②若手・子育て職員に対する課題認識について

　③中途採用に関する課題認識について

　④退職後の職員の活躍の場（地域）やアルムナイ採用について

　⑤人材確保が厳しくなる中、糸島市職員として働く魅力や課題について

(2)　職員満足度調査および組織改善について

　①職員の働きやすさや職場環境についての現状について

　②職員満足度調査の実施について

　③業務量調査などのデジタルデータの把握について

(3)　職員の市内居住促進について

　①職員の市内居住率について

　②市内居住職員の防災・地域行事への負担状況について

　③他自治体の職員の居住促進事例について

(1)　新型コロナワクチン健康被害等の状況

　①国内における新型コロナワクチン特例臨時接種に係る副反応疑い報告
      状況について

　②糸島市における新型コロナワクチン接種後の副反応等相談状況について

　③国内における新型コロナワクチン健康被害救済制度認定状況について

　④糸島市における健康被害救済制度申請・相談状況について

　⑤従来のワクチンの健康被害認定件数との比較に対する市の認識について

(2)　他の自治体の取り組みとの比較について

　①健康被害救済制度や副反応疑い等に関し、本市ではどのような周知を
      行っているか。

　②他自治体におけるコロナワクチン健康被害対応の事例導入について

(3)　今後パンデミックに類する事態が起きた場合の市の体勢

　①市独自の判断及び危機管理体制の構築について

　②ワクチン接種に関する同調圧力防止と市の役割について

６月1５日
（月）

子育て政策実現など施政方
針実現に向けた職員定着と
働きやすい環境づくりにつ
いて

1

4 永濱　晋一郎
６月1２日

（金）

新型コロナワクチン健康被
害の現況とパンデミックに
係る体勢について

川俣　勇介



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和８年第２回定例会　一般質問概要

(1)　民生委員児童委員の活動内容、待遇改善について

　①民生委員児童委員の活動内容について

　②糸島市の民生委員児童委員の欠員また民生委員児童委員の状況につい
      て

　③なり手不足解消に対しての市としての考えは。

　④近年の相談内容の多様化に伴う民生委員児童委員の負担が増している
　　ことについての市の考えは。

(2)　主任児童委員の配置及び活動について

　①主任児童委員の活動内容について

　②主任児童委員の認知度について

　③糸島市の主任児童委員の配置人数と担当区域について

　④配置の見直しを検討する考えは。

　⑤主任児童委員が関係団体とつながる体制について市の考えは。

(1)　「市民が安心して住み続けたいと思える」まちになったかどうかを
　　測る上で、バロメーターとなる指標は何か。

(2)　市民満足度調査の受け止め、重要視している項目は何か。

(3)　糸島市での「暮らし全般についての総合満足度」は何点を目指してい
　  るのか。

(4)　市民満足度調査の評価は、各施策にどのように反映されているのか。

(5)　「糸島だからこそできるまちづくり」とは何か。

６月1５日
（月）

3 松本　崇人 市の方向性について

松﨑　由美子
民生委員児童委員及び主任
児童委員の活動について

2



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和８年第２回定例会　一般質問概要

(1)　暮らしの情報を届ける手段について

　①市の情報、お知らせを市民に届けようとした場合、どのような手段が
      あるか。

　②現在力を入れているもの、効果があると感じる広報手段は何か。

　③市民の中で「情報を届けにくい」と感じられる層はあるか。

　④今後力を入れていく、広報の手段、媒体等はあるか。

(2)　行政運営をわかりやすく伝える方法について

　①まちづくり基本条例と長期総合計画に紐づく、計画やプランなどはい
      くつあるのか。

　②それらの構造、全容をわかりやすくまとめ、市のホームページなどで
      発信することはできないか。

(1)　九州大学との連携協定の締結目的について

(2)　連携協定の締結によって達成されたことは何か。

(3)　今後目指している取り組みは何か。

(4)　大学等と連携することで、どのような効果を目指すか。

(5)　学生の定住支援の実施状況について

(1)　戦争の脅威、石油危機と物価高騰の下での市民生活についてうかが
     う。（生活苦で水道料金が払えず給水停止の世帯はあるか。国保税が払
     えず保険証が交付されていない世帯はあるか。介護保険料を払えずサー
     ビスを受けられていない世帯はあるか。）

(2)　老朽化するインフラの現状（水道管、下水道管、道路の老朽化の実
     態）についてうかがう。

(3)　アンダーパス予定地の近くにある雷山川は、潤から波多江にかけて川
    底は土砂が堆積し草が生えやすい。水害の危険性が懸念されているのを
    認識しているか。

(4)　物価が激しく高騰し、資材不足も深刻である。アンダーパス事業の費
     用（５８億円）はどの程度増えると見込んでいるのか。

(5)　地下8メートルの穴を掘ったら半永久的に元に戻せない。アンダーか
     ら平面交差へ切り替えるべきだ。市長の考えを問う。

６月1５日
（月）

６月1６日
（火）

わかりやすい市政運営につ
いて

3 松本　崇人

1 伊藤　千代子

若者のまちづくりについて

アンダーパスの建設と事業
の優先順位について



日程 順 議員名 件　名 要　旨

令和８年第２回定例会　一般質問概要

(1)　令和７年度に行った庁舎の雨漏り、ひび割れの改修工事の正式な事業
     名は何か。事業を決定した日、発注先、工期をうかがう。

(2)　庁舎５階の高さまで足場を設置しながら、１０月２４日から１２月
     ２４日まで危険を知らせる工事の看板も標識も掲示されてなかった。鳶
    （とび）工事を行った業者、雨漏り工事を行った業者についてうかが
     う。

(3)　改修工事が設計図書通りに的確に行われたかどうかの完了検査は建設
     都市部が行ったのか。

(4)　設計図書通りに新庁舎が施工されず、多数の不具合が発生した件につ
     いて、なぜ村本建設と梓設計に損害賠償請求をしないのか。

(1)　運動公園の運営代表者はだれか。

(2)　運動公園の指定管理者の業務を（株）環境技研、（株）へいせい、
    （株）糸島環境開発に再委託している件についてうかがう。
(3)　建設に関わった清水建設が自社のホームページで糸島市運動公園を
     「ＰＦＩ事業」と宣伝しているが、「ＰＦＩ事業」というのは事実では
     ない。企業の虚偽記載を放置していいのか。

(4)　運動公園整備事業の事業者選定では、１者入札で９９．９９％の落札
     率だった。公募の事務は適切だったのか。

(1)　市の事務において公務員が法令を遵守せず、公文書の偽造や、国・県
     の交付金の不正受給に関与した場合の時効について

(2)　指名競争入札選定委員会における公平性・透明性の確保と副市長の役
     割について

(1)　本市における民泊施設の届出状況等の現状について

(2)　苦情・トラブルなど住民生活への影響と対応について

(3)　今後の施策や取り組みについて

(4)　地域住民の生活と調和した観光振興について

６月1６日
（火）

施工不良による新庁舎の雨
漏り・ひび割れ改修工事に
ついて

佐田　伸一郎2

1 伊藤　千代子

民泊（住宅宿泊事業法）に
関する現状把握及び対応状
況について

糸島市運動公園の整備と管
理について

書類の偽造と時効について


